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(57)【要約】

【課題】開眼時、閉眼時を問わず使用可能であり、また

、測定機器等の機器類を眼球に直接装着することなく非

侵襲的に眼球の状態を観察することができる眼球状態観

察方法および眼球状態観察システムを提供する。

【解決手段】光射出部材１０を使用者１の口腔内に配置

するステップと、光射出部材１０から８００ｎｍ以上、

９００ｎｍ以下の波長の光を射出するステップと、使用

者１の眼窩部分を近赤外カメラ３０で撮影するステップ

と、を有する眼球状態観察方法、および、使用者１の口

腔内に配置される光射出部材１０と、光射出部材１０か

ら８００ｎｍ以上、９００ｎｍ以下の波長の光を射出さ

せる光源装置２０と、使用者１の眼窩部分を撮影する近

赤外カメラ３０と、を有する眼球状態観察システムに関

する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 光 射 出 部 材 を 使 用 者 の 口 腔 内 に 配 置 す る ス テ ッ プ と 、

　 前 記 光 射 出 部 材 か ら ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 射 出 す る ス テ ッ プ と

、

　 前 記 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 す る ス テ ッ プ と 、

　 を 有 す る 眼 球 状 態 観 察 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 光 射 出 部 材 は 、 前 記 使 用 者 の 上 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少

な く と も い ず れ か と 、 前 記 使 用 者 の 下 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少

な く と も い ず れ か と の 間 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 眼 球 状 態 観 察 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 光 射 出 部 材 は 光 フ ァ イ バ ー と 接 続 さ れ て お り 、 前 記 光 フ ァ イ バ ー は Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 装 置

と 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 眼 球 状 態 観 察 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 眼 球 状 態 観 察 方 法 は 、 前 記 使 用 者 が 目 を 閉 じ た と き の 眼 球 状 態 を 観 察 す る 請 求 項 １

～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 眼 球 状 態 観 察 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 使 用 者 の 口 腔 内 に 配 置 さ れ る 光 射 出 部 材 と 、

　 前 記 光 射 出 部 材 か ら ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 射 出 さ せ る 光 源 装 置

と 、

　 前 記 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 撮 影 す る 近 赤 外 カ メ ラ と 、

　 を 有 す る 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 開 眼 時 か 閉 眼 時 か を 問 わ ず 使 用 可 能 な 眼 球 状 態 観 察 方 法 と 眼 球 状 態 観 察 シ ス

テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 眼 球 の 状 態 を 観 察 す る 方 法 や 装 置 が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 被 検 眼 に 光 束 を 投 影 す る 光 源 と 、 被 検 眼 で の 前 記 光 束 の 角 膜

反 射 像 を 二 次 元 セ ン サ ア レ イ の 所 定 部 位 に 結 像 す る 位 置 検 出 光 学 系 と 、 被 検 眼 で の 前 記 光

束 の 反 射 光 を 前 記 二 次 元 セ ン サ ア レ イ の 前 記 所 定 部 位 の 周 囲 部 に 結 像 す る 検 眼 光 学 系 と 、

前 記 二 次 元 セ ン サ ア レ イ の 出 力 を 接 続 す る 測 定 手 段 と を 有 し 、 該 測 定 手 段 は 、 前 記 二 次 元

セ ン サ ア レ イ の 前 記 所 定 部 位 に 対 応 し た 信 号 に よ り 被 検 眼 の 位 置 合 わ せ 検 出 を 行 い 、 か つ

前 記 二 次 元 セ ン サ ア レ イ の 前 記 周 囲 部 に 対 応 し た 信 号 に よ り 複 数 の 経 線 方 向 の 検 眼 測 定 を

行 う こ と を 特 徴 と す る 眼 測 定 装 置 が 記 載 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 他 に も 、 コ イ ル が 入 れ ら れ た 特 殊 な コ ン タ ク ト レ ン ズ を 被 験 者 に 装 着 さ せ て 交 流 磁 場 を

か け る こ と で 閉 眼 時 の 眼 位 を 測 定 す る こ と が 可 能 な サ ー チ コ イ ル 法 が 知 ら れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ７ ９ ６ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 眼 位 測 定 装 置 は 開 眼 時 の 眼 位 し か 測 定 す る こ
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と が で き な い も の で あ る 。 ま た 、 サ ー チ コ イ ル 法 は 閉 眼 時 の 眼 位 を 測 定 す る こ と が で き る

方 法 で は あ る も の の 、 コ ン タ ク ト 型 の 測 定 装 置 を 眼 球 に 直 接 装 着 し て お く 必 要 が あ っ て 侵

襲 的 な も の で あ る 。 こ の 方 法 は 点 眼 に よ る 麻 酔 を 行 っ た と し て も ３ ０ 分 程 度 測 定 を 行 う の

が 限 界 で 、 長 時 間 に わ た る 眼 位 の 測 定 や 就 寝 時 の 眼 位 の 測 定 に は 不 向 き で あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の よ う に 、 非 侵 襲 的 に 閉 眼 時 の 眼 球 状 態 を 観 察 す る こ と が で き る 方 法 に つ い て は 存

在 し て い な か っ た 。 こ の た め 、 開 眼 時 か 閉 眼 時 か を 問 わ ず 非 侵 襲 的 に 眼 球 状 態 を 観 察 す る

こ と が で き る 方 法 が 求 め ら れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 前 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 開 眼 時 か 閉 眼 時 か を 問 わ

ず 使 用 可 能 で 、 か つ 、 測 定 装 置 等 の 機 器 類 を 眼 球 に 直 接 装 着 す る こ と な く 使 用 者 の 眼 球 の

状 態 を 観 察 す る こ と が で き る 眼 球 状 態 観 察 方 法 お よ び 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム を 提 供 す る こ

と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 で き た 本 発 明 の 眼 球 状 態 観 察 方 法 と は 、 光 射 出 部 材 を 使 用 者 の 口 腔 内 に

配 置 す る ス テ ッ プ と 、 光 射 出 部 材 か ら ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 射 出

す る ス テ ッ プ と 、 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 す る ス テ ッ プ と 、 を 有 す る も の

で あ る 。 光 射 出 部 材 か ら 口 腔 内 に 射 出 さ れ た ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 近

赤 外 光 は 、 上 顎 洞 、 強 膜 、 網 膜 、 瞳 孔 を 通 過 す る 。 こ の よ う に し て 瞳 孔 を 通 過 し た 近 赤 外

光 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 す る こ と に よ り 、 機 器 類 を 眼 球 に 直 接 装 着 す る こ と な く 眼 球 の 状

態 を 観 察 す る こ と が 可 能 と な り 、 開 眼 時 、 閉 眼 時 を 問 わ ず 非 侵 襲 的 に 眼 球 の 状 態 を 観 察 す

る こ と が 可 能 と な る 。 上 記 眼 球 状 態 観 察 方 法 を 使 用 す る こ と で 、 例 え ば 、 開 眼 時 、 閉 眼 時

を 問 わ ず 使 用 者 の 眼 位 や 瞳 孔 の 直 径 （ 以 下 、 「 瞳 孔 径 」 と 記 載 す る こ と が あ る ） を 測 定 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 光 射 出 部 材 は 、 使 用 者 の 上 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く と も

い ず れ か と 、 使 用 者 の 下 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く と も い ず

れ か と の 間 に 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 光 射 出 部 材 は 光 フ ァ イ バ ー と 接 続 さ れ て お り 、 光 フ ァ イ バ ー は Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 装 置 と 接 続 さ

れ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 眼 球 状 態 観 察 方 法 は 、 使 用 者 が 目 を 閉 じ た と き の 眼 球 状 態 を 観 察 す る 際 に 好 適 に 用 い ら

れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 で き た 本 発 明 の 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム と は 、 使 用 者 の 口 腔 内 に 配 置 さ れ

る 光 射 出 部 材 と 、 光 射 出 部 材 か ら ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 射 出 さ せ

る 光 源 装 置 と 、 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 撮 影 す る 近 赤 外 カ メ ラ と 、 を 有 す る も の で あ る 。 当 該

シ ス テ ム に お い て 、 光 射 出 部 材 か ら 口 腔 内 に 射 出 さ れ た ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下

の 波 長 の 近 赤 外 光 は 、 上 顎 洞 、 強 膜 、 網 膜 、 瞳 孔 を 通 過 す る 。 こ の よ う に し て 瞳 孔 を 通 過

し た 近 赤 外 光 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 す る こ と に よ り 、 機 器 類 を 眼 球 に 直 接 装 着 す る こ と な

く 眼 球 の 状 態 を 観 察 す る こ と が 可 能 と な り 、 開 眼 時 、 閉 眼 時 を 問 わ ず 非 侵 襲 的 に 眼 球 の 状

態 を 観 察 す る こ と が 可 能 と な る 。 上 記 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム を 使 用 す る こ と で 、 例 え ば 、

開 眼 時 、 閉 眼 時 を 問 わ ず 使 用 者 の 眼 位 や 瞳 孔 径 を 測 定 す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 眼 球 状 態 観 察 方 法 お よ び 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム は 、 開 眼 時 か 閉 眼 時 か を 問 わ ず

使 用 可 能 で あ り 、 ま た 、 機 器 類 を 眼 球 に 直 接 装 着 す る こ と な く 眼 球 の 状 態 を 観 察 す る こ と

が で き る も の で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 お よ び 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム を 示 す

側 面 図 を 表 す 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 お よ び 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム を 示 す

側 面 図 を 表 す 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 し て い る 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 し た 写 真 を 表 す 。

【 図 ４ 】 図 ２ に 示 し て い る 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 し た 写 真 を 表 す 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 関 し て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は も と よ り 図 示

例 に 限 定 さ れ る 訳 で は な く 、 前 ・ 後 記 の 趣 旨 に 適 合 し 得 る 範 囲 で 適 当 に 変 更 を 加 え て 実 施

す る こ と も 可 能 で あ り 、 そ れ ら は い ず れ も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 包 含 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 で き た 本 発 明 の 実 施 態 様 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 と は 、 光 射 出 部 材 を 使

用 者 の 口 腔 内 に 配 置 す る ス テ ッ プ と 、 光 射 出 部 材 か ら ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の

波 長 の 光 を 射 出 す る ス テ ッ プ と 、 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 す る ス テ ッ プ と

、 を 有 す る も の で あ る 。 こ こ で 、 眼 窩 は 眼 球 と 眼 球 の 収 ま る 頭 蓋 骨 の く ぼ み 部 分 を 指 す 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 お よ び 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム を 示

す 側 面 図 を 表 し 、 開 眼 時 の 眼 球 状 態 の 観 察 を 行 っ て い る 態 様 を 表 す 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 実

施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 お よ び 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム を 示 す 側 面 図 を 表 し 、 閉 眼

時 の 眼 球 状 態 の 観 察 を 行 っ て い る 態 様 を 表 す 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ を 使 用 者 １ の 口 腔 内 に 配 置 す る ス テ ッ プ に お い て 、 光 射 出 部 材 １ ０ を 配

置 す る 場 所 は 使 用 者 １ の 口 腔 内 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 舌 の 上 、

上 の 歯 と 下 の 歯 と の 間 等 が あ げ ら れ る 。 口 腔 内 に 光 射 出 部 材 １ ０ を 配 置 す る こ と に よ り 、

８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 近 赤 外 光 は 網 膜 側 か ら 眼 球 内 に 入 る こ と に な る

た め 水 晶 体 に よ る 近 赤 外 光 の 集 光 が な い 。 よ っ て 、 網 膜 の 損 傷 な く 眼 球 状 態 の 観 察 を 行 う

こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ か ら ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 射 出 す る ス テ ッ プ は

、 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 射 出 さ れ る 光 に ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 が 含 ま

れ て い れ ば よ い こ と を 意 味 す る も の で あ る 。 例 え ば 、 一 時 的 に ８ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 の 波 長 の 光

を 射 出 す る こ と が で き る も の で あ っ て も 構 わ な い 。 ま た 、 一 時 的 に ９ ０ ０ ｎ ｍ 超 の 波 長 の

光 を 射 出 す る こ と が で き る も の で あ っ て も 構 わ な い 。 上 記 眼 球 状 態 観 察 方 法 に お い て 、 光

射 出 部 材 １ ０ か ら 射 出 さ れ る 光 は 常 に ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 で あ る

こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 生 体 に お け る 光 の 透 過 率 の 観 点 か ら 、 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 射 出 さ れ る 光 は 、 ８ １ ０ ｎ ｍ

以 上 の 波 長 の 光 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 ８ ２ ０ ｎ ｍ 以 上 の 波 長 の 光 で あ る こ と が さ ら

に 好 ま し い 。 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 射 出 さ れ る 光 は 、 ８ ９ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 で あ る こ と

が よ り 好 ま し く 、 ８ ８ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 な か で も 、 光

射 出 部 材 １ ０ か ら 射 出 さ れ る 光 は 、 ８ ５ ０ ｎ ｍ の 波 長 の 光 で あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 射 出 さ れ る 光 は 点 滅 し て い て も よ い 。 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 射 出 さ れ

る 光 は 点 灯 し 続 け て い て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 記 眼 球 状 態 観 察 方 法 に お い て 、 使 用 者 １ の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 撮 影 す る ス

テ ッ プ は 、 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ が 太 陽 光 や 室 内 光 等 の 光 を 感 知 し な い 状 態 で 行 う こ と が 好 ま

10

20

30

40

50



(5) JP  2022-155975  A   2022.10.14

し い 。 上 記 撮 影 す る ス テ ッ プ は 、 例 え ば 真 っ 暗 な 部 屋 の 中 で 行 う こ と や 、 図 １ や 図 ２ に 示

す よ う に 使 用 者 １ の 眼 窩 部 分 を 赤 外 線 カ メ ラ ３ ０ の 縁 で 覆 う よ う に し て 行 う こ と が 好 ま し

い 。 な お 、 使 用 者 １ の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 撮 影 す る ス テ ッ プ は 、 近 赤 外 カ メ ラ

３ ０ が 太 陽 光 や 室 内 光 を 感 知 す る 状 態 で 行 っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ は 光 を 射 出 す る 機 能 を 有 し て い る 部 材 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は

な い が 、 例 え ば 光 射 出 部 材 １ ０ は 光 を 発 す る 発 光 部 １ １ と 該 発 光 部 １ １ が 発 し た 光 を 透 過

す る 光 透 過 部 １ ２ と を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 記 光 透 過 部 １ ２ は 発 光 部 １ １ を 覆 う 形 状 、 例 え ば 半 球 状 、 直 方 体 状 、 立 方 体 状 等 の 形

状 で あ る こ と が 好 ま し い 。 光 透 過 部 １ ２ は 発 光 部 １ １ が 発 し た 光 を 透 過 す る 機 能 を 有 す る

素 材 で 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 例 え ば エ ポ キ シ 樹 脂 や シ リ コ ー ン 樹 脂 等 で 構 成 さ

れ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 記 発 光 部 １ １ と し て 使 用 で き る も の と し て は 、 例 え ば 光 フ ァ イ バ ー の コ ア や Ｌ Ｅ Ｄ 素

子 な ど が あ げ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 上 記 光 射 出 部 材 １ ０ が 電 源 装 置 ま た は 光 源 装 置 と 接 続 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 電 源

装 置 は 光 射 出 部 材 １ ０ に 電 気 を 供 給 す る 装 置 を 指 し 、 光 源 装 置 は 光 射 出 部 材 １ ０ に 光 を 供

給 す る 装 置 を 指 す 。 光 源 装 置 と し て 使 用 で き る も の と し て は 、 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 装 置 、 ハ

ロ ゲ ン 光 源 装 置 等 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。 こ こ で 、 光 射 出 部 材 １ ０ が 電 源 装 置 ま た は

光 源 装 置 と 接 続 さ れ て い る と は 、 光 射 出 部 材 １ ０ と 電 源 装 置 ま た は 光 源 装 置 と が 直 接 接 続

さ れ て い る こ と の み を 意 味 す る も の で は な い 。 例 え ば 、 光 射 出 部 材 １ ０ と 電 源 装 置 と が 導

線 等 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 態 様 や 、 光 射 出 部 材 １ ０ と 光 源 装 置 と が 光 フ ァ イ バ ー 等 を 介

し て 接 続 さ れ て い る 態 様 も こ れ に 含 ま れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ は 光 フ ァ イ バ ー と 接 続 さ れ て お り 、 光 フ ァ イ バ ー は Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 装 置 と 接

続 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 光 射 出 部 材 １ ０ が 有 す る 発 光 部 １ １ と し て 光 フ ァ イ バ ー の

コ ア が 用 い ら れ て お り 、 該 光 フ ァ イ バ ー の 一 端 が Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 装 置 と 接 続 さ れ て い る こ と が

よ り 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 装 置 か ら 射 出 さ れ た 光 が 光 フ ァ イ バ ー の 基 端 部 か

ら 入 射 し 、 入 射 し た 光 が 光 フ ァ イ バ ー の コ ア を 通 っ て 光 フ ァ イ バ ー の 先 端 部 か ら 射 出 さ れ

る 構 成 と な る 。 こ れ に よ り 、 口 腔 内 に 導 線 を 配 置 し て 電 気 を 流 す 必 要 等 が な く な る た め 、

光 射 出 部 材 １ ０ を 口 腔 内 に 配 置 し て 使 用 す る 際 の 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る 。 こ こ で は

、 光 フ ァ イ バ ー の 端 部 の う ち 、 光 源 装 置 に 接 続 さ れ る 側 の 端 部 を 基 端 部 と 、 他 方 側 の 端 部

を 先 端 部 と 記 載 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 発 光 部 １ １ と し て Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 を 用 い る 場 合 は 、 電 気 を 供 給 す る 電 源 装 置 が 導 線 等 を 介 し

て Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 と 接 続 さ れ て い る 構 成 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 電 気 が 電 源 装 置 か

ら 導 線 を 介 し て Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 に 供 給 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 を 発 光 さ せ る 構 成 と す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ は 、 使 用 者 １ の 口 腔 内 に １ つ の み 配 置 さ れ て い て も よ い し 、 複 数 個 配 置

さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ は 、 使 用 者 １ の 上 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な

く と も い ず れ か と 、 使 用 者 １ の 下 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く

と も い ず れ か と の 間 に 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 当 該 構 成 と す る こ と で 、 光 射 出 部 材 １

０ か ら 口 腔 内 に 射 出 さ れ た 光 は 、 上 顎 洞 、 強 膜 、 網 膜 、 瞳 孔 を 効 率 よ く 通 過 す る こ と が で

き る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 眼 窩 部 分 ま で 届 く 光 の 量 を 増 や し や す く す る こ と が で き る

た め 、 眼 球 状 態 の 観 察 を 行 い や す く す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ は 、 使 用 者 １ の 左 頬 側 の 上 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼

歯 の 少 な く と も い ず れ か と 、 下 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く と

も い ず れ か と の 間 に 配 置 さ れ て も よ い 。 ま た 、 光 射 出 部 材 １ ０ は 、 使 用 者 １ の 右 頬 側 の 上

顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く と も い ず れ か と 、 下 顎 の 第 １ 大 臼

歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く と も い ず れ か と の 間 に 配 置 さ れ て も よ い 。 な お

、 光 射 出 部 材 １ ０ は 、 使 用 者 １ の 左 右 両 頬 の 上 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大

臼 歯 の 少 な く と も い ず れ か と 、 下 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く

と も い ず れ か と の 間 に 配 置 さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 光 射 出 部 材 １ ０ を 使 用 者 １ の 口 腔 内 に 複 数 個 配 置 す る 場 合 、 全 て の 光 射 出 部 材 １ ０ を 同

時 に 発 光 さ せ て も よ い し 、 １ 個 １ 個 の 光 射 出 部 材 １ ０ を 独 立 し て 順 番 に 発 光 さ せ て も よ い

。 例 え ば 、 使 用 者 １ の 左 頬 側 の 上 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く

と も い ず れ か と 、 下 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く と も い ず れ か

と の 間 に 光 射 出 部 材 １ ０ を １ 個 、 使 用 者 １ の 右 頬 側 の 上 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ

び 第 ３ 大 臼 歯 の 少 な く と も い ず れ か と 、 下 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３ 大 臼 歯

の 少 な く と も い ず れ か と の 間 に 光 射 出 部 材 １ ０ を １ 個 配 置 す る 場 合 、 ２ つ の 光 射 出 部 材 １

０ を 同 時 に 発 光 さ せ て も よ い し 、 交 互 に 発 光 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 使 用 者 １ の 口 腔 内 に 配 置 さ れ た 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 射 出 さ れ る 光 は 、 使 用 者 １ の 身 長 方

向 と 平 行 な 方 向 で あ っ て 使 用 者 １ の 上 顎 側 に 向 か っ て 射 出 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 使 用 者

１ の 身 長 方 向 と 平 行 な 方 向 で あ っ て 使 用 者 １ の 上 顎 の 第 １ 大 臼 歯 、 第 ２ 大 臼 歯 お よ び 第 ３

大 臼 歯 の 少 な く と も い ず れ か に 向 か う 方 向 に 射 出 さ れ る こ と が よ り 好 ま し い 。 上 記 の よ う

な 構 成 と す る こ と で 、 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 口 腔 内 に 射 出 さ れ た 光 は 、 上 顎 洞 、 強 膜 、 網 膜

、 瞳 孔 を 効 率 よ く 通 過 す る こ と が で き る よ う に な る 。 こ れ に よ り 、 眼 窩 部 分 ま で 届 く 光 の

量 を 増 や し や す く す る こ と が で き る た め 、 眼 球 状 態 の 観 察 を 行 い や す く す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ は 、 近 赤 外 領 域 の 光 を 感 知 す る こ と が 可 能 な カ メ ラ を 指 し 、 こ こ で は

少 な く と も ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 感 知 す る こ と が で き る カ メ ラ で

あ る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ は 、 ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波

長 の 光 の み を 感 知 で き る も の で あ っ て も 構 わ な い 。 ま た 、 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ は 、 ８ ０ ０ ｎ

ｍ 未 満 の 波 長 の 光 を 感 知 で き る も の で あ っ て も 構 わ な い し 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 超 の 波 長 の 光 を 感

知 で き る も の で あ っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 上 記 撮 影 す る ス テ ッ プ で 使 用 す る 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ は 、 使 用 者 １ の 片 目 の み の 眼 窩 部 分

を 撮 影 す る こ と が 可 能 な カ メ ラ で あ っ て も よ い し 、 使 用 者 １ の 両 目 の 眼 窩 部 分 を 同 時 に 撮

影 す る こ と が 可 能 な カ メ ラ で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 上 記 撮 影 す る ス テ ッ プ で は 、 使 用 者 １ の 左 右 両 方 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 同 時

に 撮 影 し て も よ い し 、 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 使 用 者 １ の 片 方 の 眼 窩 部 分 を 撮 影 し た 後 に も う

片 方 の 眼 窩 部 分 の 撮 影 を 行 っ て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 表 示 装 置 ４ ０ と 接 続 さ れ て い る こ と

が 好 ま し い 。 表 示 装 置 ４ ０ は 、 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 撮 影 し た 写 真 や 映 像 等 を 表 示 す る 機 能

を 有 す る 装 置 を 指 す 。 表 示 装 置 ４ ０ と 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ と は ケ ー ブ ル 等 に よ っ て 接 続 さ れ

る こ と が で き る 。 表 示 装 置 ４ ０ と し て は 、 例 え ば モ ニ タ ー 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。 な

お 、 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ 自 体 に 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 撮 影 し た 写 真 や 映 像 等 を 表 示 す る 機 能 を

有 す る 表 示 部 を 設 け る 構 成 と し て も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 図 ３ は 、 図 １ に 示 し て い る 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 し た 写 真 を 表 し 、 開

眼 時 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 し た 写 真 を 表 す も の で あ る 。 図 ４ は 、 図 ２ に 示 し て

い る 使 用 者 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ で 撮 影 し た 写 真 を 表 し 、 閉 眼 時 の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外

カ メ ラ で 撮 影 し た 写 真 を 表 す も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 上 記 眼 球 状 態 観 察 方 法 の 、 使 用 者 １ の 眼 窩 部 分 を 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 撮 影 す る ス テ ッ プ

に お い て 、 使 用 者 １ は 目 を 開 け て い て も よ い し 、 閉 じ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 使 用 者 １ が 目 を 開 け て い る 状 態 に お い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 を

実 施 す る こ と に よ り 、 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 眼 時 の 使 用 者 １ の 眼 位 、 即 ち 、 眼

窩 部 分 に お け る 瞳 孔 ２ の 位 置 を 特 定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 使 用 者 １ が 目 を 閉 じ て い る

状 態 に お い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 を 実 施 す る こ と に よ り 、 図 ２ お

よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 閉 眼 時 の 使 用 者 １ の 眼 位 、 即 ち 、 眼 窩 部 分 に お け る 瞳 孔 ２ の 位 置

を 特 定 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 明 細 書 内 で 眼 位 と い う と き は 眼 窩 部 分 に お け る 瞳 孔 の

位 置 の こ と を 意 味 し 、 眼 位 の 測 定 と い う と き は 眼 窩 部 分 に お け る 瞳 孔 の 位 置 を 特 定 す る こ

と を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 使 用 者 １ が 目 を 開 け て い る 状 態 に お い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 を

実 施 す る こ と に よ り 、 図 ３ に 示 す 写 真 か ら 開 眼 時 の 眼 窩 部 分 に お け る 瞳 孔 ２ の 直 径 （ 瞳 孔

径 ） を 測 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 使 用 者 １ が 目 を 閉 じ て い る 状 態 に お い て 本 発 明

の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 を 実 施 す る こ と に よ り 、 図 ４ に 示 す 写 真 か ら 閉 眼 時

の 眼 窩 部 分 に お け る 瞳 孔 ２ の 直 径 （ 瞳 孔 径 ） を 測 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 本 明 細

書 内 で 瞳 孔 径 の 測 定 と い う と き は 、 瞳 孔 の 直 径 の 大 小 の 変 化 を 相 対 的 に 捉 え る こ と を 意 味

す る も の で あ り 、 瞳 孔 径 の 測 定 が で き る と は 即 ち 、 瞳 孔 が 大 き く な っ た り 小 さ く な っ た り

し た こ と を 観 察 す る こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 方 法 は 、 上 述 の 通 り 開 眼 時 か 閉 眼 時 か を 問 わ ず

非 侵 襲 的 に 眼 球 の 状 態 を 観 察 す る こ と が で き る も の で あ る が 、 使 用 者 が 目 を 閉 じ た と き の

眼 球 状 態 を 観 察 す る 際 に 好 適 に 用 い ら れ る 。 ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観

察 方 法 は 、 閉 眼 時 で も 眼 球 状 態 を 観 察 す る こ と が で き る も の で あ り 、 測 定 装 置 等 を 眼 球 に

直 接 装 着 す る 必 要 が な い こ と か ら 使 用 者 の 睡 眠 時 に お け る 眼 球 状 態 を 観 察 す る 際 に 特 に 好

適 に 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 上 記 の よ う に 、 光 射 出 部 材 １ ０ を 使 用 者 １ の 口 腔 内 に 配 置 す る ス テ ッ プ と 、 光 射 出 部 材

１ ０ か ら ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 射 出 す る ス テ ッ プ を 有 す る も の と

す る こ と で 、 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 口 腔 内 に 射 出 さ れ た ８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の

波 長 の 近 赤 外 光 は 、 上 顎 洞 、 強 膜 、 網 膜 、 瞳 孔 を 通 過 す る 。 こ の よ う に し て 瞳 孔 を 通 過 し

た 近 赤 外 光 を 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 撮 影 す る こ と に よ り 、 機 器 類 を 眼 球 に 直 接 装 着 す る こ と

な く 眼 球 の 状 態 を 観 察 す る こ と が 可 能 と な り 、 開 眼 時 、 閉 眼 時 を 問 わ ず 非 侵 襲 的 に 眼 球 の

状 態 を 観 察 す る こ と が 可 能 と な る 。 上 記 眼 球 状 態 観 察 方 法 を 使 用 す る こ と で 、 例 え ば 、 開

眼 時 、 閉 眼 時 を 問 わ ず 使 用 者 の 眼 位 や 瞳 孔 径 を 測 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 で き た 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム と は 、 図 １ 、 図

２ に 示 す よ う に 、 使 用 者 １ の 口 腔 内 に 配 置 さ れ る 光 射 出 部 材 １ ０ と 、 光 射 出 部 材 １ ０ か ら

８ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 を 射 出 さ せ る 光 源 装 置 ２ ０ と 、 使 用 者 １ の 眼

窩 部 分 を 撮 影 す る 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ と 、 を 有 す る も の で あ る 。 な お 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態

に 係 る 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム に は 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 説 明 し た 眼 球 状 態 観 察 方 法 で 記

載 し た 構 成 を 適 宜 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 上 記 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム に お い て 、 光 射 出 部 材 １ ０ か ら 口 腔 内 に 射 出 さ れ た ８ ０ ０ ｎ
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ｍ 以 上 、 ９ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 近 赤 外 光 は 、 上 顎 洞 、 強 膜 、 網 膜 、 瞳 孔 を 通 過 す る 。 こ

の よ う に し て 瞳 孔 を 通 過 し た 近 赤 外 光 を 近 赤 外 カ メ ラ ３ ０ で 撮 影 す る こ と に よ り 、 機 器 類

を 眼 球 に 直 接 装 着 す る こ と な く 眼 球 の 状 態 を 観 察 す る こ と が 可 能 と な り 、 開 眼 時 、 閉 眼 時

を 問 わ ず 非 侵 襲 的 に 眼 球 の 状 態 を 観 察 す る こ と が 可 能 と な る 。 上 記 眼 球 状 態 観 察 シ ス テ ム

を 使 用 す る こ と で 、 例 え ば 、 開 眼 時 、 閉 眼 時 を 問 わ ず 使 用 者 の 眼 位 や 瞳 孔 径 を 測 定 す る こ

と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 １ ： 　 　 使 用 者

　 ２ ： 　 　 瞳 孔

　 １ ０ ： 　 光 射 出 部 材

　 １ １ ： 　 発 光 部

　 １ ２ ： 　 光 透 過 部

　 ２ ０ ： 　 電 源 装 置 ま た は 光 源 装 置

　 ３ ０ ： 　 近 赤 外 カ メ ラ

　 ４ ０ ： 　 表 示 装 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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